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千葉県外房沿岸岩礁域の生物相の変化について

田中種雄・清水利厚・三田久徳

Ch丘ngesof the Biota on the Rocky Shores 

of Sotobo Caost， Chiba Prefecture 
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はじめに

千葉県水産試験場では， 1975~1980年にかけて，外

房沿岸岩官官、域のアワピ漁場において，主としてアワピ

の稚只，成Hの分布生態調査を実施してきた。また，

千倉町川口地先に1979~1980年に造成された増殖場に

おいては， 1982年から1988年の向に4回の藻食性動物

の生，白、量調査を実施し，その変化を追跡していた。そ

の後，磯根漁場での生物相に関する調査は行われてい

ないが，近年では，アワビ類の生息量の減少はもとよ

り，生物相そのものが変化したように思わieた。生物

相の変化は，海洋環境の変化や生物同士の種間関係を

通じた現象であり，アワビ資源の減少とも関連するこ

とが推察され，あらためて，生物相の現状を把握する

必要があると考えられた。そこで，過去の調査資料の

ある 4地先において， 1998， 1999年に生物相調査を実

施したところ，いずれの地先でも生物生息量に変化が

設、められたのでここに報告する。

調査海域及び調査方法

l盟1に示した勝浦市鵜原地先，浜行川地先，鴨川市

太海地先，千倉町川口地先の4か所においてスキュー

パ潜水によるライン調査及び枠取り調査を実施した。

ライン調査では，ラインに沿って幅 1m範間内に生

息するアワピ類， トコブシ，サザエを対象に生息数左

大きさを調べた。

枠取り調査では，潜水者が指先でつまめる大きさ以

上の主要な動物類と主要な諜類を対象として採集した。

なお，セメント物質や足糸等で岩面に悶着する動物類，

岩礁穿孔性の動物類及び移動能力の高い魚類，エピ・

カニ類及び，岩礁 l二を被覆する無節サンゴモ類は除い

た。

1.勝浦市猶原地先(図 2) 

調査場所は，鵜原湾東側湾口部付近に突出した明神

岬西側i中の海域で，図2の斜線で示したA，Bの2か

所である。

1) 1978年調査 (11月2日)

上記の2か所で，水深2--5mの海底に， liぼ東西

方向へ， 30mラインを設置してアワピ類， トコプシの

みを対象とし，水中で個体数と殻長を記録した。また，

ライン上で底質の異なる岩盤と正義場の2点において，

主要な動物類を対象に 1nlの枠取りを行った。

2) 1998年調査 (7月28日)

上記 2 か所において，水深 2~12mの海底に，ほほ，

東西方向に50mのライン調変を行った。 1978年調査よ

り若干沖に設置し，ラインも20m長くしたため，ライ

ンの末端は水深8m及び、12mであった。また，ライン

上， 10m間隔の6点において 11112枠取りを行った。
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図1 調査地先
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2.勝浦市浜行川地先(図 3) 

調査場所は，水深 Omi前後(潮間帯下部)の 1辺

が200-250mの方形をした， rシマjと称される平坦

な海食台上と，その沖寄りの東側から入り込んでいる

深さ 1111，幅10m程の溝である。なお，この溝内は，

1979-1980年(昭和54年度事業)に稚貝育成礁として

80X60cmのコンクリ」ト板が投入された。

1) 1977年 (3月22日， 4月6日 8日， 5月6日)

1978年 (4月11日)調査

海食台上については， 1977年3月から 5月の問に4

回，中心から放射状に設定した計39点で，また， 1署内

については， 1978年4月に 3点で，主要な動物類を対

象に 1m'の枠取りを行った。

2) 1999年調査 (1999年5月31，6月1日)

海食台上については，中心域の50X50m範囲内に，

13点を設け， 1 nl 

採取するとともに，他の主要な動物類については， 4 

分の lの0.25ばについて全数採取した。

構内については，東側の入り口付近から10m間隔に

4点、で主要な動物類を対象に 1m'の枠取りを行った。

3.鴨川市太海地先(図4)

調査場所は，太海地先仁右衛門島南側の水深3-5

mの海域である。

1) 1979年調査(5月24日)

10m間隔で岸から沖に向かつて4本の30mラインを

設置し，海中でアワピ類， トコブシの個体数と殻長を

記録した。また，各ライン上の4点で 1111'の枠取りを

行った。

2) 1998年調査 (8月7日)

上記海域で2本の50mライン調査を行った。また，

各ライン上の 6点で 1m'の枠取りを行った。

4.千倉町川口地先(図 5) 

1979-1980年に80X60cmのコンクリート板で造成さ

れた大規模増殖場稚貝育成礁(以下，単に育成礁と記

す)を調交海域とした。ここでは， 2X2m (4nf) 

の枠を使用し，枠内のアワピ類， トコブシ，サザエ，

パテイラ，ウニ類を全て採取した。

1) 1982年調査 (10月5日)

育成目標内の4地点で，枠取りを行った。

2) 1983年調査(6月2日 7月28日)

育成礁内の 6地点、で枠取りを行った。また，コンク

リート板3枚について，主要な藻類を採取した。

3) 1987年調交 (4月1B， 6日)

育成礁内の 6地点で枠取りを行った。また，枠内の

1 nlについて，主要な藻類を採取した。

4) 1988年調査(7月68)

育成礁I"Jの4地点で枠取りを行った。また，枠内の

1 nlについて，主要な藻類を採取した。

5) 1998年調査(8月24日， 26日)

育成礁内の4地点で枠取りを行った。また，枠内の

1 m2について，主要な漆類を採取した。

結果

1.勝浦市湯原地先

1978年と1998年の調査結果を表Iに示した。

枠取り結果から，動物類の生息密度は， 1978年では，

1 nl当たりバテイラ13.5個体，サザエ10.0個体，アカ

ウニ2.51同体， トコブシ2.3個体，クロアワビ1.0個体

と藻食性の有用種が多く，これらをあわせた生息量は

942gであった。他の動物では，ヤドカリ類9.3個体，

クモヒトデ類2.0個体，小Il~巻貝類1. 3個体，パフンウ

ニ，ムラサキウニ，ヤツデヒトデが各々0.5個体であったo

1998年では， 1地点のみであるが，クリプレイシの

集団が含まれたため， 1m2当たりの生息数も当該種が

9.6個体と高い値となった。有用種では，パテイラ，

サザエがそれぞれ1個体前後で， 1978年より 1桁少な

かった。藻食性動物の合計重量は135gで1978年の14

%であった。

アワピ類， トコブシについて，ライン調査結果から

1 nl当たりの生息数をみると， 1978年では，クロアワ

ビ0.51同体，メカイアワビ0.2個体， トコブシ2.8僧体

であったが， 1998年ではそれぞれO個体， 0.02偶体，

0.04個体と，いずれも1978年時の 1/10-1/100の水

準となっていた。

1978年に出現したクロアワビは殻長15-150凹，メ

カイアワピは殻長55-130皿， トコブシは殻長20-80

皿，サザエは殻高33-87凹であり，各種とも稚貝の生

息がみられた。 1998年では，メカイアワピは殻長109

凹と116mm，トコフゃシは殻長39-69凹，サザエは殻高67

-1l8mmであり，各種とも稚貝の生息がみられなかった。

以上のように， 1998年では動物類の生息数が1978年

より大幅に少なくなっており，特にアワピ類，ササ'エ

等の有用巻貝類の減少が著ししかっ，これらの種類

については，共通して稚貝の生息が認められなくなっ

ていることが特徴的であった。

藻類についてみると， 1978年には枠取り調査を行っ

ていないが，地形・植生状況の記録には， A区域の水

深6m以浅の岩礁上には，アラメが優占していて 1

d当たり 5本程度，他にはテングサ類，エピアマモが

少量着生し， B区域ではホンダワラ類，チャシオグサ，

エピアマモが繁茂し，アラメは少ないことが記されて

いる。 1998年調査における 1m'当たりの平均着生量は，
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図2 勝浦市鵜原地先の調査海域(斜線部)

図3 勝浦市浜行川地先の調査海域.・ 1977年枠取点， 0:1999年枠取点
斜線部:調査講

図4

千倉

関川

和凶

図5 千倉町川口地先の調査海域

アラメが2.9本， 2.4kg，カジメが6.8本 1.5kg，オオ

バモクがO.9kg，小型涼類では，キントキ，有節サン

ゴモ類，ウミウチワ，ヤプレグサ等があわせて100g

程度であった。区域別の優占種は， A区域の水深6m

以浅ではアラメ，水深 6m以深ではカジメ， B区域で

はオオパモクであり， 1978年と同じであった。アラメ

が優占したA区域の水深6m以浅の3地点のアラメ平

均着生量は 1m'当たり 5本， 8 kgであり，本数では1978

年調査記録と同じ値を示した。

2.勝浦市浜行川地先

潮間帯海食台上部 1977年と1999年の調査結果を表2

に示した。

1977年調査では，ムラサキウニが優占種で， 1 nl当

たりの生怠数は， 54個体であった。次に，タワシウニ

が11偶体で，パフンウニは 1個体にすぎなかった。他

の動物では，ヒザラガイ類，パテイラ，その他の巻貝
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類が 1nl当たり 2-3個体ずつ出現した。サザエはO.

8伺体，クロアワピは0.6個体， トコブシは0.1個体の

生息密度であり，藻食性動物の総生息皐j土， 1，267 g 

であった。

1999年の調査では，パフンウニが 1m'当たり 130個

体で優占種として出現した。ムラサキウニは15個体で

第2位となった。その他，サザエ (6.8個体)，パテイ

ラ，タワシウニ(それぞれ3.1個体)等が個体数では

多く出現した。クロアワビは 1m2当たり 1.21間体，メ

カイアワビは0.1個体出現し，藻食性動物総生息、量は

627 gで， 1977年の半分であった。

表1 鵜原地先における生物相

1977年と1999年で，もっとも大きな相違点は，ムラ

サキウニの減少とパフンウニの激増である。その他，

生息量が増加した種類としては，サザエとアワビの害

敵種であるヤツデヒトテーがある。

1977年に出現したクロアワビの大きさは，殻長30-

67阻， トコブシは11-50mm，サザエは殻高19-72mm，

1999年ではクロアワビ 5-57mm，メカイアワビ17-42

剛， トコブシ31皿，サザエ29-47凹で，両年ともいず

れも稚貝の生息が認められた。

潮下帯溝内 1978年調査における 1nl当たり生息数は，

パテイラが6倒体でもっとも多く，次いでトコブシ，

枠取り調査
動物類

1978年11月7日

合計(4m') m'当たり

個体数重量(g) 個体 重量(g)

1998年 7月28日

合計(11m') ば当たり

個体数京景(g) 伺体 重量(g)
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アカウニ 10 957 2.5 239.4 1 98 0.1 且9

ノてブンウニ 2 38 0.5 9. 6 2 54 0.2 4. 9 
ムラサキウニ 2 69 0.5 17.3 
ヤツデヒトデ 2 0.5 

クモピトデ類 8 2.0 1 0.1 
ヤドカリ類 37 9.3 ー 13 ー 1.2 

合計 941.7 134.5 

海藻類
合計(11m')

個体数 重量(g)

ld当たり

i圏体 重量(g)

ヤブレグサ 9.2 101 
チャシオグサ 十 10 0.9 

アラメ + 32 26，444 2.9 2，404.0 

空 三 男 一 一一一一一一一一一一士一一一 !5 ..1.6，27:3一一...6，.8. ..1，.47包空
オオパモク + 10，416 946.9 
ウミウチワ 169 15.4 

他褐藻類 + 10 0.9 

キントキ 540 49.1 
右節サンゴモ類 + 193 17.5 
他紅藻類 十 167 15.2 

ライン調査
60m2内

個体数 重量(g)

m'当たり

個体数 重量(g)

ポ当たり

個体数 重量(g)

100m2内

個体数 重量(g)

クロアワピ 29 O. 5 0 0 O. 0 0.0 
メカイアワピ 11 - O. 2 - 2 240 o. 0 2. <1 

トコブシ 105 1.8 4 54 0.0 0.5 

サザエ 一一一 31 4，602 0.3 46.0 

種 平均殻長(範囲) 平均殻長(範凶)類

クロアワピ 66.3mm (15-150) 

メカイアワビ 90. 7叩 (55-130) 112.5皿 (109-116)
トコブシ 58.2mm (20-ω) 53.8mm (39-69) 

サザエ 55. 7回 (33-87) 88‘1皿 (67-118)
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サザエがそれぞれ2.7個体であり，これらt菜食性動物

の総生息量は 160g であった。

1999年では，パテイラ12個体，サザエ8.5個体， ト

コブシ5.3個体といずれも 1978年時の 2-3倍の生息

密度となっていた。また， 1978年には出現しなかった

ウニ類が，バフンウニを筆頭に 1nl当たり 3偶体程度

表2 浜行川地先における生物相

出現した。クロアワピは， 1978年には0.3伺体であっ

たが， 1999年は2.3個体と高い値を示した。

「シマJのi中側半分は，禁漁区として全ての動物類

の採取を漁協が禁じている。このため，生ιLするアワ

ピ類， トコブシ，サザエ，パテイラは，いずれも大裂

のものが多く，従って，ウニ類も含めた藻食性動物の

i朝間帯海食台上部

種 類

1977年 3-5月

合計 (39m') ポ当たり

慣体数重量(g) 偶体 重量(g)

199911ド5月31日

合計{13nl} ml当たり

個体数重量(g) 個体 重量(g)

クロアワピ 22 130 0.6 3.3 16 16 1.2 1.2 

メカイアワビ 1 1 0.1 0.0 
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潮下帯構内

種類

19781ド4月11日

合計 (3m') ば当たり

伺f半数重量(g) 僚体 重量(g)

199911ト6月1日

合計 (4nl) rd当たり

伺体数重量(g) 個体 重量(g)

クロアワピ 1 3 0.3 1.0 9 242 2.3 60.6 

メカイアワビ 3 64 1.0 21.4 2 149 0‘5 37.3 

トコブシ 8 51 2.7 17.0 21 555 5.3 138.7 

サザ壬 月 240 2.7 日日 1 司4 .2，，66月 早5R451
ノてテイラ 18 122 6.0 40.8 49 444 12.3 110.9 

レイシ類 1 0.3 23 5.8 

他巻貝類 27 - 9.0 ー 10 - 2.5 ー

アカウ ニ 1 115 札3 28.8 

ノミフンウニ 10 82 2.5 20.5 

ムラサキウニ 2 55 0.5 13.7 

ヤツデヒトデ 3 - 0.8 ー

クモヒトデ類 2 0.5 

ヒザラガイ類 19 6.3 ー

合 計 160.3 一一~生E

潮間帯海食台上部

種 類 平均殻長(範囲) 平均殻長(範囲)

クロアワ ピ 37.1四 (30-6η 25. 7酬 (5-57)

メカイアワピ 29.5四 (17-42)

トコブシ 24.3四 (11-50) 30.7胴 (30.7)

サザエ 32.6皿 (19-72) 40.3皿 (29-47)

潮下帯溝内

種類 平均殻長(範問) 平均殻長(範聞)

クロアワピ 30.0四 (30) 52.9皿 (27-88)

メカイアワビ 62.2凹 (32-86) 65.0皿 (22-103)

トコブシ 29.1皿 (10-64) 55.8皿 (23-82)

サ ザ エ 40.8mm (18-69) 63.6皿 (33-98)
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生怠量は1，076gに達した。 1979年調査における 1nl当たりの生息数は，バテイ

ラが7.9個体ともっとも多く，次いで，サザエが3.2個

体， トコブシが3.0個体，ヒメヨウラクカミ2.911固体であっ

た。アワピ類では，メカイアワピが0.4偲体，クロア

ワビも0.3個体lIi現した。

1978年に出現したクロアワビの大きさは，殻長30阻

カぎ H固1<l'のみ，メカイアワビカま32~86mm， トコフ会シカミ

10~64皿1，サザエが殻高18~69mm ， 1999年ではそれぞ

れ， 27~88mm ， 22~ 103皿， 23~82阻， 33~98mmであっ

た。いずれも，稚只の生息が認められるが，平均殻長

は1999年が1978年より大きかった。

3.鴨川市太海地先

1979年と1998年の調査結果を表3に示した。

表 3 太海地先における生物相

1979年5月24日
枠 取り調査

動物類
合計 (16nl) nl当たり

1998年では，パテイヲが3.3個体で優占し，サザエ

が1.8個体と次いで多かった。アワピ類はクロアワビ

が0.1個体出現したにすぎなかった。

凍食性動物の総生息量は， 1978年が376g， 1998年

1998年8月7日

合計(12m') ば当たり

個体数 重量(g) 個体数 重量(g) 個体数 重量(g) 個体数 葉量(g)

クロアワピ

メカイアワピ

トコブシ
サ ザエ
ノて テ イ ヲ

ヒメヨウラク

レイシ類

4 

7 

393 0.3 
577 0.4 

48 1，893 3.0 

24.5 

36.1 
118.3 

51 ....1，_958 3.2 122.4 

126 . ]，2∞ 7.9 75.0 
47 2.9 
33 2.1 

1 115 0.1 9.6 

4 143 0.3 11. 9 

22 2.044 1.8 170.3 

39 240 3.3 20.0 

11 0.9 

34 2.8 
イソノてショウ 11 0.7 
他巻只類 52 3.3 24 

36 

2.0 

3.0 ヤドカリ類 113 7.1 
合計

枠 取り調査
海藻類

アラメ
カジメ

ホンダワラ類

アミジグサ

他褐藻類

ブサカニノテ

オオシ コロ
ユカリ

ユイ キリ
ヒラガラガラ
イワノ カワ

キン トキ

マ クサ
他紅藻類

チャシオグサ

ライン調査

クロアワピ

メカイアワビ

トコブシ
サ ザエ

穏 類

クロ ア ワ ピ

メカイアワピ

トコブシ
サ ザエ

376.3 211.8 

合計(4m') m'当たり 合計(12m2) nl当たり

個体数 重量(g) 1面体数 重量(g) 伺体数 重量(g) 個体数 重量(g)

29 

60m2内

7.3 30 21，231 2.5 1，769.3 

~O.. __ 66，44:1.. __. 7.5 __ .5，53乙R
114 28.4 

8 2.0 

o 0.0 
14 
107 

1 

144 

3 

2 
13 

12 

m'当たり

3.5 

26. 7 

01 17 

36.0 1，914 
0.9 
04 17 

3.3 1，049 
464 

9 
31 n 

100m2内 m'当たり

1.4 
159.5 

1.4 
87.4 

38. 7 

0.8 
6.1 

個体数 重量 (g)

27 

個体数 重量(g)

0.5 

個体数 重量(g) 個体数 定量(g)

2 227 0.0 2.3 

26 
200 

0.4 

3.3 

平均殻長(範囲)

83.1皿 (18~126) 

91. 1皿 (50~110) 
ω.9凹 (13~91)

54.4凹 (20~87)

1 215 0.0 2.2 
5 169 0.1 1.7 

86 9.271 0.9 9止7

平均殻長(範囲)

94.5剛 (93~96)
123 日皿 (123) 
63.4四 (54~73)

76. 7皿 (36~102) 
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では212gと著しく減少した。

ライン調査におけるアワビ類， トコブシ，サザエの

1 m2当たり生息数は，1979年では，クロアワピ0.5，

メカイアワビ0.4， トコブシ3.3個体であったが， 1998 

年では，クロアワピ0.02，メカイアワピ0.01，トコブ

シ0.05個体で，いずれも1978年時の 1/10の水準であっ

マョ，

~。
1979年に出現したクロアワピの殻長は， 18~126mm， 

メカイアワピは50~110凹， トコブシは13~91凹，サ

ザエは殻高20~87皿でいずれも稚貝から成貝までの生

息があった。 1998年では，クロアワビは殻長93皿と96

聞の 2個体のみ，メカイアワビは123皿の 1個体， ト

コブシは54--73rnm，サ-1fエ lま殻高36~102皿で，いず

表4 JlI口地先における生物相

枠取り調査
動物類

1982年10月2日

m'当たり

個体数重量(g)

1983年6月2日

m'当たり

個体数重量(g)

れの種も稚只が全く出現せず，表齢貝も非常に少なかっ

た。

藻類についてみると， 1979年では，アラメ・カジメ

が優占稜で， 1m2当たり 7本の着生(重量は計測せず)

があった。次いで，ユイキリが36gと多く，他には，

ホンダワラ類，有節サンゴモ類，キントキ等が比較的

多く着生していた。 1998年では，やはり，アラメ・カ

ジメが優占し，カジメが7.5本， 5.5kg，アラメが2.5

本， 1.8kgで，両者の合計では10本， 7.3kgであった。

他には，ユイキリ (160g)，キントキ (87g) ，マク

サ (39g)などが着生していた。

4.千倉町JII口地先

5回の調査結果を表4に示した。

1987年 4月1日

m'当たり

個体数重量(g)

1988年7月6日

rd当たり

個f半数重量(g)

1998年 8月24日

1H
Z当たり

個体数重量(g)

クロアワピ 0.8 116.6 3.1 757.8 1.4 414.4 0.6 194.4 0.1 23.3 

メカイアワビ 0.2 43.0 0.0 13.1 0.1 27.9 0.4 156.3 

0.8 44.7 1. 4 81. 4 O. 9 56. 5 0.8 54.4 0.6 69.4 

1.6 114.0 3.4 183.2 3.9 282.5 2.9 136.4 0.4 29.4 
トコブシ
サザエ

ノミテイラ 12.8 155.3 14.3 220.0 5.1 72.1 8.1 95.6 7.6101.3 
ノて 7 ンウニ 0.6 

ムラサキウニ 0.1 

アカウニ
合計

枠取り調査
海藻類

チャシオグサ

8.5 0.2 1. 0 0.3 5.4 0.4 6. 1 

1. 5 0.5 9.1 0.9 37.5 0.8 65.4 

0.2 12.4 0.0 2.9 0.1 6.6 

440.5 L竺主旦 884.4 586.9 

1983年7月28日

礁当たり

1987年4月1日

ば当たり

1988'1ド7月6日

ば当たり

重量(g) 重量(g) 重量(g)

289.2 13.8 

1.3 

53. 7 1，391，7 18.5 
89.5 

7.0 
20.0 

206.7 546. 7 
44. 7 

0.5 

0.1 

11.1 

12.8 

403.6 

1998年8月24日

ば当たり

重量(g)

276.5 

1，708.0 

ブクロノリ
アカモク
ノコギリモク
トゲモク
ネジモク
オオパモク
他ホンダワラ類
アラ メ
マ クサ
オニクサ

オパクサ
テングサ類
ユカリ
ユイキリ
キジノオ
有節サンゴモ
エピアマモ

83.3 230.0 2，078.3 

議 類 平均殻長(範岡) 平均殻長(範囲)

3.3 

154.0 

111.7 

平均殻長(範開)

33.0 

4.0 

101. 0 

116.3 

平均殻長(範囲)

245.0 

8.5 

18.3 
16.5 

0.5 
0.8 

平均殻長(範囲)

クロアワビ 90 日嗣 (27~142) 117.0凹 (33~162) 124.4皿(51~ 163) 134.7剛ω6~155) 135.0皿(135)
メカイアワピ 129.3凹(l24~134) 133.0皿(133) 151. 0皿(151) 144.0回。17~156) 

トコブシ 73.5四 (40~89) 72.1皿(57~91) 73. 5皿 (48~85) 74.1mm (55~83) 90.2凹 (36~104) 

サ ザ エ 64.6mm(25~85) 57h←血二盛一~皿皇t盟L一一品旦皿ifQこ世__  6主旦皿邸二鐙L
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藻食伯爵J物の 1m2当たりの生息数量は，造成後間も

ない1982年では，パテイラの12.8個体を最高に，サザ

エ1.6，クロアワビとトコブシ各0.8，ウニ類。 7個体

で，これら合計の重量は441gであった。

1983年では，パテイラが14.31同体でもっとも多く，

次いで，サザエ3.4，クロアワピ3.1，トコブシ1.4， 

ウニ類0.9偶体，合計重量は1，308gであった。

1987年では，パテイラ5.1，サザエ3.9，クロアワビ

1. 4， トコブシ0.9，ウニ類L2個体で，ササ、エ，ウニ

類を除き全体的に個体数が減少し，合計重量も884g

と1983年の68%となった。

1988年では，パテイラ8.1，サザエ2.9， トコブシ

0.8，クロアワビ0.6，メカイアワピ0.1，ウニ類1.3個

体で，パテイラ，ウニ類以外は，引き続き減少し，合

計重量も587gとなった。

1998年では，パテイラ7.6， トコブシ0.6，メカイア

ワピ及びサザエ0.4，ウニ類0.6個体，合計重量も404

gとなり，これまでの調査における最低値を示した。

ただし，メカイアワビのみは，成貝のみ 6個体も生息

していた枠があったため高い備となった。

種類別にみると，クロアワビは， 1983年に最高を示

した後，次第に減少している。トコブシもほぼクロア

ワピと同様の傾向で推移している。サザエは， 1982か

ら1987にかけて次第に増加したが，以降，減少に転じ，

1998年では，著しく小さい値となった。パテイラは，

1983年が最高であったが，以降は 5-8個体1m'で安

定して推移している。ウニ類は，合計でみると， 1983 

-1988年では0.9-1.3個体/ばであったが， 1998年に

は0.6個体と減少した。また， 1983-1988年では，ム

ラサキウニカりミブンウニより数量とも多かったが， 1998 

年は伺体数ではパフンウニがムラサキウニより多くなっ

ている。

出現したクロアワビの殻長は， 1982年は27-142四，

1983年33-162mm，1987年51-163皿， 1988年96-155

凹， 1998年は135皿の I個体のみであり， 1987年以降

では稚貝が出現しなくなった。

1菜類についてみると， 1983年ではすでにオオバモク

やアラメといった大型多年生藻類の着生がみられ，ま

た 1年生のアカモクの着生があった。アカモクは，

1987年に 1m'当たり 1，392gの着生量を示したが，以

降，少なくなった。オオパモク，アヲメは，その後も

次第に増加する傾向にあり， 1998年では前者が1，708

g，後者が2，078gの着生量iとなった。 1998年では，

マクサ等のテングサ類，ユカリ等の下草類も着生して

いた。

考 察

動物種紐成の変化

4地先の中で，優市動物種の顕著な変化が認められ

たのは勝浦市浜行川地先のi鵠間帯海食台上である。 1977

年では，ムラサキウニが1nl当たり54個体， lkgを越

す生息量であったが， 1999年では15個体， 200g弱ま

で減少した。逆に，パブンウニは 1個体， 3 gしか生

息していなかったのが130個体， 300 gまで増加し，現

在では優占種となった。聞き取り調査によると，ムラ

サキウニの一部を他の場所へ移楠したとのことである

が，この移様がムラサキウニ減少，パフンウニ増加の

主肉とは考えにくい。同地先には，ヒジキの繁茂する

I可じような潮間帝下部にあたる海食台が海岸線崖ドに

広く展開している。この海食台の一部古<1997年の 3月

末に磯焼け状態となり，全ての海藻類が流失した。 5

月に， ?'毎食台上のウニ類の生息状況を調査したところ，

1 nl当たりバフンウニ600個体，ムラサキウニ601同体

の生息を確認した。これらのウニ類は，その後，糠の

脱落や生殖腺が黒ずんで萎縮する状態を呈して，次々

と死亡していき， 1997年12月にはパフンウニ120飼体，

ムラサキウニ16個体まで個体数が減少した(田中未発

表資料)。このととは，パフンウニの大発生があり，

ムラサキウニに替わって優占種となったことを示して

いる。しかし，本報告に示した他の3地先では，千倉

町川口地先でわずかなパフンウニ増加がみられたにす

ぎないことから，バフンウニの大発生が本県沿岸一帯

で起こっているのか否かは未確認である。

パフンウニは，磯根地域の小内湾が，ムラサキウニ

は，外洋に面した岩礁が主分布域1) パフンウニは最

も沿岸性・低かん性，ムラサキウニは最も沖合性，高

かん悦，岩礁t'i，2)との報告があるが，浜行川地先の岩

礁域が内湾化したためであるのか否かは判断できない。

現在のところパフンウニ大発生の原因は明らかでない

ので，今後さらに他の地先での資料収集と水温等の海

況条件との関連について検討していきたい。なお，他

の3地先については，量的な減少はあるものの， 20年

前も現存もパテイラが優占種で，変化は認められなかっ
マ，ん。

アワピの害敵穆であるヤツデヒトデは，浜行川地先

では1977年には0.03個体/ばであったが， 1999年では

1. 23個体1m'と増加した。しかし，鵜原地先では逆に

1978年には0.5個体/nl出現したが， 1998年では出現せ

ず，本援が増加しているか否かは不明で，今後とも他

地先での調査資料の蓄積が必要である。

藻食性動物の生息量
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本県外房沿岸の自然の岩礁域では，波あたりが強く

流れの速い場所では，アワビ類， トコブシ，サザエ，

パテイラ，ウニ類等の藻食管i動物事iの生息量が1m2あ

たり 400~ ，150 gで安定し，それより岸和J)の波や流れの

緩やかな場所では2∞g前後であるという調査結果が

ある九そして，藻食性動物類の生息が多い場所では，

アワピ類の生息も多く，かっ，稚J~の生息が認められ

ることが報告されている4)。本報告の4地先は，いず

れも，かつては藻食性動物類の生息量が多く (376~1， 

300 g)，かつ，アワピ類は稚貝から成只までの生息が

みられた場所であった。 1998，1999年の調査では，全

ての地先で藻食性動物生息量が減少し，また，外i芋に

突出した潮間帯下部にある平坦な海食台という特殊な

環境にある浜行川地先を除いてはアワピ類の稚貝が全

く確認されなかった。一方，藻食性宣言J物類の主餌料で

あるアラメ・カジメやその他ホンダワラ類，テングサ

類等，餌料として利用される濠類着生量は， 20年前と

比べて減少していない。従って，藻食性動物生息量の

減少は，餌科藻類の着生量とは直接的な関係はないと

考えられる。なお，完全禁漁となっている浜行川地先

「シマjの沖側域では，逆に藻食性動物生息量が増加

していることから，他地先でのこれらの減少には漁獲

の影響もあると考えられる。しかしながら生息量が増

加してはいるものの，各種類の組成からみて個体の成

長による増重によるもので，新たな加入が順調に行わ

れているという状況ではない。さらに，本県では漁獲

対象とはなっていないウニ類についてもやはり生息量

が減少していることから，藻食性動物の生息量の減少

は漁獲の影響のみでは説明できない。

前項で述べたパフンウニの増加や藻食性動物類の生

息量の減少，アワビ類の稚貝が生息しないことは，過

去の知見からは，内湾化が進んでいることを示唆して

いるようにも見える。しかし，i.皮や流れなど環境面か

らそれを裏付けるような過去からの継続した観測資料

はない。

潮間帯に生息する底生生物に隠して，平均水温の上

昇・下降に伴い南方系種が増減すること，また，海域

の富栄養化に伴い汚染指標種が増加することが報告さ

れている5)。水温に関しては， 1950年からの天津小湊

町小湊地先の定地水源資料(付閑 1)と1970年からの

千倉町平磯地先の定地水温資料(付図2)がある。い

ずれの地先も，春から夏にかけての聞では，平年水温

を挟んで上下していて，傾向的な変動は窓められない

が， 11月 ~2 月の秋冬期の水温は， 1986年頃，いった

ん平年水温より低めとなってから以降は，わずかなが

ら上昇傾向が認められる。このことが，生物に影響を

与えている可能1')も考えられる。今後とも，水温だけ

でなく水質而も含めた環境調査資料と生物調査資料の

継続的な収集が必要である。

要約

1 )およそ20年前の生物相調査資料がある，勝浦市鵜

原，勝浦市浜行川，鴨川市太海，千倉町川口の4

地先において， 1998， 1999年に再び生物相調査を

実施した。

2 )各地先とも，アワピ類， トコブシ，サザエ，パテ

イラ，ウニ類の生息量が1977，1978年に比べて著

しく少なくなっていた。また，各地先とも，海i菜

類の着生量は， 1977， 1978年と大きな差はなかっ

た。

3 )各地先とも，かつて生息していた，アワピ類の稚

貝がi兵行川地先を除いて全く出現しなかった。

4)浜行川地先では， 1977年時はムラサキウニが優占

していたが， 1999年ではパフンウニが優占してい
行

ι0  

5)生物相の変化に関して，若干の考察を行った。
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付図 1 小湊地先月平均水温の平年偏差
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千葉県外房沿岸岩礁域の生物相の変化について
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付図 2 平磯地先月平均水温の平年偏差
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